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驚くべき不思議な自分（ヨハネ17：11）
皆さんの祈りに支えられて、宮崎のキャンプを恵みのうちに終えて帰ってきました。予備の時に、あまりつながりができないなと思っていましたが、毎回、体験することではありますが、本キャンプの時に、予備の時には行ったことのない道を行くようになり、そこでお店を発見し、あまり良くない商売をしている人との出会いなど、いろいろな神様の導きがあって、後続キャンプが楽しみになるという結果になりました。これからも皆さんの祈り、献金が尊く用いられることを信じて、また、感謝の礼を申し上げます。
私たちは光を放つクリスチャンです。しかし、クリスチャン自分自身が、自分のことをよくわかっていないので、スタートラインに立って、新しい勝利の人生を進むべきなのに、そこに立つ前の段階でぐじゃぐじゃしているような気がしてなりません。この世を生きるようになっています。しかし、単純に世を生きる存在ではなくて、世を生かすために世に遣わされていると聖書は言っています。今日の聖書の箇所も、イエス様が最後の最後に、弟子たちのためにお祈りをささげる場面の一つの箇所ですが、そこでもイエス様は、私はもう世にいなくなりますとおっしゃいます。それが大前提です。けれども、彼らはこの世に残りますので、祈っていらっしゃるわけです。それを前提にして祈りの内容を見ていないと、祈りの内容を正しく理解できません。こういう状況の中で、彼らが残されて生きていかなければいけない、しかも、この世を生かしていかなければいけないのですが、その世はものすごく険しいのです。その世を通っていくクリスチャン自分自身は、実はものすごく弱い存在です。これは事実です。しかし、イエス様は、そのすべての事情をご存知です。ご存知の上で、それが何の苦にも問題にもならないように、父なる神様に最後の願いを祈りをとおして現しているのです。だから、この祈りの中には、自分自身は弱い、この世は険しいし、どうしようもできないようなところですが、十分に勝利して、このくらい世を生かすことができるヒントがそこには現れているし、そのキーワードが何かといいますと、弱いクリスチャン、険しい世の中ですが、それに打ち勝つことができるように変わっているものだという、変化ということがキーワードです。言葉を変えますと、クリスチャンなのに、この変化について気づいていないと、実際に味わうことがなければ、弱い自分自身につまずき、険しい世に負けてしまうようになるしかありません。そうならなくてもいいのに。そうすると、教会に通いながらも、いつまで経っても言い訳ばかり、文句ばかり言うクリスチャン、魅力のない弱々しいクリスチャンになるしかありません。勝利の鍵となるものが変化という言葉です。先に申し上げますと、これは普通に考えると理解できない不思議なお話です。でも、いのちあるものには、信じられるのです。俗に言うと、「信じられません」という気持ちなのですが、信じられるものなのです。それほど驚くべき不思議な変化がクリスチャンひとりひとりに起こりました。問題は、それに気づいていないことが問題です。そして、それは単なる変化ではありません。弱い限界を持っているものであるにもかかわらず、険しく、抵抗がものすごく激しいこの世の中を歩いているのにもかかわらず、十分勝利できるように変えられているということです。ぜひ、皆さん、自分自身のことをじっくり考えて、毎日、イエスによって変えられた自分に向き合うことによって、びっくり驚いて喜んで不思議な感謝にひたっていくクリスチャンであってほしいなと思います。
そのイエス様が、このようなタイミングで、弟子たちのためにお願いを神様にささげています。私たちに対して、イエス様がどういう願いを持っていらっしゃったのか、それは一言で言いますと、まことの人間の回復です。別の言葉で申し上げると、存在そのものが変わることです。ある部分がどのように修正されるかという次元ではなくて、存在そのものを作りかえて、まことの人間を回復することを、いま、お祈りしていらっしゃるわけです。そして、そのとおりになりました。まことの人間というのは、いったい何でしょうか。ご存知のように、一番最初に人間が作られたときには、今日の交読文の中にもありましたように、神様から少し劣るような存在、それを神のかたちと言います。万物を治めることができる特別な存在として作られました。創世記1：27です。それが本来の人間です。鼻に息を吹き込んで、目に見えない神様が、霊であられる神様が、肉体を持っている被造物の中に宿るようなになりました。それが神のかたちというものです。神様ではないのに、神様に似たような存在として作られていました。しかし、人は、罪を犯すことによって、この神様から離れてしまうようになります。生まれながらたましいが死んだままの状態で、人間がどのように変わってしまったのかというと、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる存在に転落してしまいました。人間的に上なのか下なのか、能力があるかどうか、優しい人間なのか、タフな人間なのかなどは、まず意味を失います。存在そのものが、人間という存在が、動物以下の存在になってしまいました。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであるという存在になってしまいました。弁護士でも大統領でもお医者さんでもお父さんでもお母さんでも子どもでも孫でも皆同じです。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。これが人間喪失です。このような状態で、お金を稼いでも、頑張っても努力しても、まじめに生きていても、成功をおさめたとしても、この人間は回復できません。神様が、人間を愛して、このまことの人間の回復、これこそが最高のテーマなので、このことのために約束されました。キリストをあなたがたに送ると。そのキリストが、今日、弟子たちのためにお祈りをささげ、結局、十字架にかけられて、いけにえとなられ、身代わりとして死なれるイエス様、その方がキリストなのです。そのイエス・キリストによって、どのように人間を回復しようとしていたのかというと、元通りに神様と一つとなるように。これが不思議なのです。神様と同じ場所に一緒にいるという感じではなくて、神様と一つになるように、これは中々、説明が難しいのですが、今日の11節にも最後にこう言われています。それはわたしたちと同様にと。その「わたしたち」というのは、三位一体の神様のことです。三位一体の神様は、人間の理性では説明不可能です。神の領域なので、私たちは被造物なので。神様が三人いらっしゃるわけではありません。しかし、三位でいらっしゃるのですが、神はひとりなのです。中々、説明は難しいでしょう。ただ信じられるだけです。それだからこそ神様です。そういう形、そういう存在のあり方でなければ神とは言えません。世の中で、そこら中で、神、神、と言われているのは、ものすごく力を持っているから神とか、そういうものではありません。神の本来の定義は、三位一体で存在できる方を神と言います。それが一つなのです。三位なのに一つです。不思議でしょう。それと同様に、同じレベルに彼らも一つとなるためです。これがイエス様の私たちに対する願いであり、またその結果、私たちがイエス・キリストによって変わるようになることなのです。私たちが仲良くして一つになっていきましょうという次元の一つではなくて、三位一体の神様から見られる一つ、ワンネスと同じようなレベルのワンネス、一つになるようにということです。というのは、三位一体の神様と同じ領域に付け加えるような感じなのです。なぜそうならないといけないのでしょうか。それがまことの人間であり、そうなることによって、険しい世の中、弱い、肉の限界を持っているのにもかかわらず、この世を生かすことができる、つまり、暗やみの力を打ち砕いて勝利できるものになるわけです。それを大前提にして、この変化や祈りの祝福を考えないと、十分理解することは難しいでしょう。21節にもこう書いてあります。それは父よ、あなたがわたしにおられ、わたしがあなたにおるように、父なる神様と、子なるイエス様と一つなのです。特に、イエス様は、私たちの救いのために、この世に人間の体をとって来られました。まるで、神様と離れていたかのように、また、聖書の表現どおり、天の御座を捨てて、この世に来られるようになりました。それにもかかわらず、肉体は枯れていらっしゃるのにもかかわらず、父がイエスの中に、イエスが父の中にという関係なのです。切り離すことができません。それが一つという意味です。それと同じように、彼らが今、一つとなるためです。私たちがイエスにあって、そのようなレベルで一つです。22節です。「またわたしは、あなたがわたしに下さった栄光を、彼らに与えました。それは、わたしたちが一つであるように、彼らも一つであるためです」。こう綴っています。23節にも、わたしは彼らにおり、あなたはわたしにおられます。それは、彼らが全うされて一つとなるためです。これは、不思議ではないでしょう。イエス様と父なる神様との関係は、一つなのです。イエス様が救いのために肉体を借りて世に来られたのにもかかわらず、一つなのです。わたしがあなたの中に、わたしがあなたの中に。人間の、肉体の限界の中では理解できないあり方です。イエス様がおっしゃいます。イエス様ご自身が私の中に、私がイエス様の中に、三位一体の神様の中に、私たちがその中に、神様が私の中に、全部が一緒になったという感じなのです。これが変化です。地上にいる間に、年をとるとしわが増えて、気力も衰えてということは、止められません。だからといって、このすばらしい不思議な変化に文句を言うような、疑うようなことをしてはいけません。だから、外なるものは衰えていても、内なるものは日々新たになると言えるのです。イエス様を信じるということは、宗教に入門するようなこと、自分の徳を高めるために、教養を高めるために、磨くために頑張るような次元の話ではありません。いのちです。地獄に行くべき者でした。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われざるをえない、存在そのものが滅びの存在だった人間が、まことの人間に回復することが救いなのです。イエス様は、最後の最後に、それを祈っていらっしゃいました。そして、祈りのとおりになるわけです。26節にも、「そして、わたしは彼らにあなたの御名を知らせました。また、これからも知らせます。それは、あなたがわたしを愛してくださったその愛が彼らの中にあり、またわたしが彼らの中にいるためです」。イエス様が、私たちの中にいるというのは、三位一体の神様が、私たちの中にいらっしゃるということです。というのは、私たちが、三位一体の神様の中にいるということなのです。そういう存在、切り離すことができません。
それで、これが何を意味するかというと、先ほど申し上げましたように、この世に残されるのですが、肉体の限界や弱さを持っているまま、世に遣わされるのですが、それが一切問題にならないし、険しい世の中であって、様々な反対や抵抗があり、迫害があるのにもかかわらず、それに十分打ち勝って勝利できる存在なのだという意味です。それでなければ、話は全部矛盾してしまいます。なぜイエス様が、私たちから離れて、私たちをこのまま放っておいて世に残してしまうのでしょうか。それがむしろいいのだということです。あなたがたは、わたしを見てハレルヤという次元ではなくて、もう神様とワンネス、一つになるという存在に変わるためには、わたしが離れて天に行くしかないのです。もうひとりの聖霊を注ぐことによって、そのように変わるのです。どんな過去があったのか、今現在、自分の状況や自分を評価するようないろいろな材料があるでしょうが、一切関係なく、自分は驚くべき不思議なことに、毎日自分のことで感謝して、感激のあまりうれしくて喜ぶこともできる存在であることに気づかない限りは、クリスチャンとしてのスタートが切れません。それがスタートなのです。以前のものは過ぎ去り、すべてが新しく作りかえられました。そこでイエス様がおっしゃったのです。もうこれからは、わたしはあなたがたをしもべとは言わない。もうこれからは、友達なのだ。その表現の意味が、このような変化を見込んでおっしゃるのです。

それから、聖書には、以前は、イエスの外側にいたあなたがたが、いまは神のファミリーなのだと言われます。神のファミリーというのは、表現としては、父なる神様がいらっしゃって、子なる神様います。同じ神様なのに、そのイエス様が長男で、私たちが次男坊みたいな感じなのです。これが今、この変化を現す表現なのです。一つなのです。イエス様が、最初の実りだとおっしゃいました。私たちが最初に実りなので、そのイエス様によって救われて、神様を「アバ、父」と呼ぶことができるようになった私たちは、イエス様と一緒ではありません。でも、イエスは神の御子、私たちは神様の子どもです。だから、同じレベルで扱われているわけです。だから、イエス様は、最後の最後におっしゃいました。わたしの名によって悪霊を追い出して、病人の上に手を置けば病人がいやされる、蛇を持つ神、新しい、ことばを語り、毒を飲んでも害を受けることができない。どういう意味なのでしょうか。イエス様から見られることなのです。イエス様が離れて、私たちはこの世に残されていたのに、どのように変わったのか、どんな存在に作りかえられたのかというと、周りから見たときには、イエス様を見るかのように、イエス様のかたち、イエス様の代わりに作りかえられているのです。過去、どん底を歩いていた人間でも、まるでイエス様の十字架の片側で、「今日、あなたはわたしとともにパラダイスにいます」と言われた強盗が、もし釈放されて生きるのであれば、その強盗でも同じ存在になるわけです。自分の存在と正しく向き合って、それにアーメンして喜ぶようにすることが信仰のスタートなのです。何かを頑張って正しいことをやろうという前に。逆に、正しい人間になろうということは、別に正しくなくてもいいよという話ではありませんが、正しくなろうという裏側には、自分はそうしなくても義と認められて、もうすでに完璧に正しい存在なのだという信仰がないから、補おうとしているからでしょう。だから、やられるわけです。スタートが間違っていて、ある意味、スタートにもなっていないわけです。イエス・キリストを受け入れた瞬間、存在そのものがこのように変わっています。イエス様みたいに作り変えられるのです。これが私たちというものです。まことの人間の回復です。だから、私たちに向かって、イエス様にしか使わない称号を使うようになります。王である祭司と。どうして私たちに王である祭司という言葉がふさわしいのでしょうか。もちろん、神の子どもという身分のことばも、本当はふさわしくないのです。イエス様のゆえに、そのように作り変えられました。エペソ1：23には、キリストのすべての栄光、すべての満たしが、私たちに注がれてとどまると言われています。そのような存在です。十分喜んで、確信をもって自信を持つようにしましょう。

　先ほども少し申し上げましたが、ある人が、自分はこういう人間でなければと、ある意味、自分の理想のカットラインみたいなものを定めていて、それで頑張ろうとします。しかし、そうならないときが、ほとんどではないでしょうか。そうすると、ダメ出しになります。それが何回か続きますと、その理想とギャップの中で悩んで、結局、自分を否定的に見るしかありません。できないものだなと。そうすると、自信を無くして、自信を無くしてしまうと、人前に出るのが嫌になります。自分も嫌で周りも嫌になります。それで閉じこもるようになり、引きこもりになるしかありません。クリスチャンがそうなった場合には、なぜかと言いますと、能力がないから、ダメ出しを言われるからではありません。自分がもうすでに理想を定める理由がないように、神様によって、弱さを抱えているのにもかかわらず、ミスを犯す人間であるのにもかかわらず、過去、汚れた人生を歩いてきたのにもかかわらず、「あなたは義である」と宣言されています。もう三位一体の神様と一つになっている、すばらしい不思議な存在だと、もう手を加えることができない、だれもこの神の御手から奪い取ることができないすばらしい存在だということがわかっていないから基準などを定めているので、ダメ出しなどにやられてしまうでしょう。だから、それは逆に、キリストにあって本当の自分と向き合って、謙虚になり、感謝しなさいというサインです。そうでないとスタートになりません。
　信仰生活は何でしょうか。これもやり、あれもやりと思うのでしょうが、それは付いて来ることであって、信仰生活は、イエス・キリストにあって、私たちの何かと一切関係なく、完璧に作りかえられて、存在そのものが、驚き喜ぶしかない不思議な変化に驚くこと、それが信仰です。「私はこんなものなのですが」という者なのに、こんなに変わったということに、びっくりすることが信仰です。ぜひそれを毎日、時間を決めてやってください。それなくして、どんなに正しいことであっても、本人にとっては正しいことではありません。すべてが宗教になります。皆さん、正しく生きられる能力があると思いますか。そうならば、イエス様が十字架で死なれる理由などないでしょう。だから、正しく生きていきなさいとおっしゃることはありません。イエス様を信じなさい。そうすると、驚くべき不思議な存在に変わるのだ。それを味わって行けば、正しい道にしっかり立たされるようになるということです。本当は、講壇で毎週語るメッセージの核心ポイントがこれだと思うし、「私は幸い、あなたも幸い」とずっと唱え続けるのも同じ内容です。

それで、人間の回復とともに、13節、23節、24節などを見ると、内面の回復を求めていらっしゃいます。内面の回復も、どういう内容なのかというと、イエス様と同じ喜びをもって喜ぶ内面です。イエス様の喜びは、地獄に行くべき人間が、神様の子どもに変えられる、その喜びです。それと同じ次元の喜びを私たちが噛みしめることができるようにしましょう。また、イエス様が神様からいただいている愛は何でしょうか。イエス様がキリストとしての救いの働きを全うしようとしているときに、それに何の妨害もなく、すべて守られて導かれたというのが愛なのです。だから、私たちは、伝道者として生きていくときに、すべてを神様が備えられ全うされるという愛を内面から味わう、それをインマヌエルということです。それから、24節には、イエス様の栄光を見ることができるようにとあります。イエス様の栄光は何でしょうか。イエスがキリストだという証拠であり、そのびっくりするほどの証しです。それが、私たちが内面から見て喜ぶような内容です。そうなるように、イエス様は祈って、実はそうなりました。これが内面の回復です。そのために、12、15、17、19節などを見ると、彼らが悪に陥らにように、また、真理をもって彼らを聖めて聖なるものにしてくださいという内容は、彼らの安全を保障してくださいと祈ったことです。だから、そのとおりになりました。
まとめましょうか。イエス様が、私たちに求めていらっしゃること、私たちに対する願いは何かというと、献金をささげることではなくて、まことの人間の回復なのです。神様と一つになる、そういう存在の変化です。それで、この被造物、暗やみの世界から見たときには、イエス様を見るのと同じ感じになります。すばらしいでしょう。私はいまだに弱さだらけであるし、また、ミスの連発です。しかし、静まって、それにもかかわらず、イエス・キリストにあって、自分のことを黙想するときに、感謝して驚いてうれしくなります。弱さなどを乗り越えられる力を与えられます。信仰によって生きるというのは、そういうことです。そして、内面から、今までにあった喜びではなくて、イエス様と一緒になったので、イエス様と同じレベルの喜び、愛、栄光などを見ることを祈るようになるのです。そして、自分でバタバタしているだけであって、神様は本当に安全に導いていらっしゃいます。これが自分というものです。皆さんのことをこのように見て、この理由が、冒頭で申し上げましたように、私たちは、この世に残されるものであり、同時に、この世に派遣されて、この世を生かすための存在です。イエス様は、このようにおっしゃいました。あなたがたは、これから、私がやることをやるようになる。それ以上のこともやれる。なぜなら、一つになっているから。存在がそういう存在なので。そして、結局、21節、23節、24節を見ると、この世が私たちを見て、わかるようになります。つまり、私たちは、この世が見てキリストの栄光を見るようになるのです。こういう理由のために、私たちをこのようなまことの人間の回復の祝福を祈り、また、そうなったのです。よくつないで考えなければいけません。これが自分です。

今日から、いろいろなことがあるでしょうけれども、一日五分でもいいから、正しい自分と向き合う時間を持つようにしてください。そうすると、過去の自分と決別しないといけません。その度、その度に。いじめられ、無視され、貧乏だった。親から虐待されていた。事故に遭った。人と比較されてこうだった、ああだった。その自分というものときっぱりと縁を切って、さようならしないといけません。悪魔は最後の最後まで、いじめられた自分に留めようと鎖をつなごうとするものです。イエスが血を流して、神様と同じレベルに引き上げて、この世を生かすことができる暗やみの力が震えるほど、恐れるほどの存在に変えていらっしゃるのに。弱い自分とは関係ありません。イエス様も肉体を持っていらっしゃいました。一切関係ありませんでした。それがサンプルです。私たちは、そういう存在です。だから、変化の中の最高の変化は、神様と一つになって、だから、イエス様がやることもやれるようなものになり、それが完璧に導かれるようになったというのが最高の変化です。古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなったと告白して、自分の自画像、セルフイメージを全部壊して作り変えないといけません。だから、いつも自分自身に問いかけてください。自分はだれなのだろうと。それに対して、イエスの中にあって、新しく作り変えられた自分以外に思い浮かぶものは、全部カットして消して退けるようにしましょう。それを信仰、勇気と言います。もはや、いじめられた自分はありません。失敗をしていた自分はいません。この世に遣わされて、イエスの血が塗られた、新しく作りかえられた自分しかありません。イエス様が、「おい、兄弟」と言うような自分しかいないのです。全部言葉で説明できないのですが、毎回、毎回、皆さんが自分と向き合ったときに、ここまで黙想すればいいです。「こんなことがありうるのか」「まさか。信じられない」となるまでです。それが、いやしです。「不思議だな、信じられない。でも、事実なのだね」。分かりますか。一日五分でもこれをやればいいのです。皆さん、化粧の具合も変わると思います。「へー不思議だね。昨日も無視したのにもかかわらず不思議だね。それによってだめになる人間がもはやいなくなったのだね。信じられない。神様と一緒なのか。信じられない。イエス様と同じ称号なの？信じられないよ。まさか。でも、事実なのだね」となれば、心も元気になります。それをやってください。過去の自分と決別してください。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。毎日、毎日、この世は滅びるしかないところであることを確認しています。そこに私たちが遣わされていることを覚えて、しかし、弱いものです。そのすべてが何も問題にならないように、私たちが毎日、自分のことで驚いて感謝するほど、イエスの血潮によって、完璧に作りかえられていること、その新しい自分と向き合うことができるように。その信仰と勇気をひとりひとりに与えてください。それで、自分のことでびっくりするような毎日になるように、兄弟姉妹を祝福してください。そして、その輝きが、現場で苦しんでいる魂の前で、また、暗やみの力に向かってその輝きが現れることを心からお祈りをいたします。自分を一個でも否定的にダメ出しをするようなサタンのだましごとにだまされないように主が守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
1

